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研究要旨  

 頚椎後縦靭帯骨化症の経時的変化を 3次元データ解析を用いて検証した。 

背側方向への骨化増大を検出する新たなソフトウェアの使用により、従来法では

検知できなかった変化を新たに検知することができ、骨化途絶部での動的因子が

骨化増大の危険因子である可能性が示唆された。 

 

 

 

Ａ．研究目的 

後縦靱帯骨化症（OPLL）における骨化巣

の経時的変化を 3 次元データ解析で詳細に

検証し、その危険因子を明らかにすること。 

 

Ｂ．研究方法 

当院通院中の OPLL 患者のうち、過去に一

定期間以上空けて複数回 CT 撮影されたも

のを対象とし、正確な 3 次元画像重ね合わ

せ技術によって骨化増大部分を検出する。 

本研究は過去の CT データを使用した研究

であり、対象者に新たな被曝は生じない。 

  

Ｃ．研究結果 

背側方向への骨化増大を選択的に検出可

能な新たなソフトウェアを開発することに

より、従来法では検知できなかった変化を

いくつかの症例で検知し得た。 

 

Ｄ．考察、 

骨化途絶部での動的因子が骨化増大の危

険因子となる可能性があり、症例数を増や

していくことが望まれる。 

 

 

Ｅ．結論 
 OPLLの背側への増大を検出する方法が確
立された。今後の応用が期待される。 
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